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アグリ・フード・ビジネス科は食に関する「専門学科」として設置します。
現在、文部科学省の高等学校設置基準により、高等学校の
学科は以下のとおりに分類されます。

学校設定科目とはどういう科目? 学校の魅力度アップ!

＜特色ある学校設定科目について①＞ 地域を知り、地域に学ぶ!
大崎創成は生徒のドキドキ・
ワクワク感を創出します!

【普 通 科】普通教育を主とし、5教科を中心に学習します。1年生で基礎科目を学び、2年生から
進路等に応じて、文系・理系等に分かれたり、コース制を導入している学校もあります。

【専門学科】特定分野の専門知識や技術等の取得を目的とした学科で、「農業」「工業」「商業」
「水産」「家庭」等の学科があります。近年は「理数」「美術」の学科も設置しています。
（大崎創成高校も６次産業を学ぶ専門学科です）

【総合学科】普通科と専門学科の両方の要素を持ち、幅広い選択科目の中から、自分で科目を選
択し、時間割を組むことができます。今年度、本県では6校設置しています。

※大崎創成高校は専門学科のうち「その他」に含まれます。
本県の県立高校では多賀城高校の「災害科学科」に次いで、2例目に

 なります。

高校教育には、必履修科目があります。例えば、国語科の「現代の国語」や数学科の「数学Ⅰ」などです。
学校設定科目は、各学校が独自に設置できる科目であり、地域や学校の実態に応じて教育課程を編成す
る際に考慮されます。学科の特色等に応じて設置され、名称、目標、内容、単位数等は
各学校の判断に基づいて定められます。
大崎創成高校は普通科や総合学科にはない、多くの学校設定科目を設置しています。

学校設定科目の主なメリットは?
学校設定科目は、学校独自の特色を生かし、生徒一人

一人の可能性を広げるとともに、地域社会や産業界との連携
を深め、実践的・体験的な学びを実現できることが、
大きなメリットです。
１ 地域の特色を生かした学びができます。

地元の企業や自治体と連携した体験的な学びを実践します。
２ 生徒の興味・関心に応じた学びができます。

進路や目標に向けて、主体的に学ぶ意欲を醸成します。
３ 教科横断的な学びができます。

「農業」「家庭」「商業」などの複数の学科を
組み合わせ、深い学びを実践します。

＜大崎創成高校で設置予定の学校設定科目＞
○6次産業統計（１単位：必履修）
○大崎耕土学（２単位：必履修）
○6次産業基礎（４単位：必履修）
○カフェ実践A～C（各2単位：必履修）
○6次産業研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位：必履修）
○醸造（2単位：選択必履修）
○Farm to TableⅠ～Ⅱ（4単位：選択必履修）
○食文化実習（2単位：選択必履修）
○保育と食育（4単位：選択必履修）
○地域ビジネスプランニング（2単位：選択必履修）
○キャリア探究（4単位：選択必履修）
○デジタル技術活用（4単位：選択必履修）

【単位とは?】
週あたりの学習時間のこと

を指します。
1週間に1時間の授業時数であれば、
「1単位」、4時間であれば「4単位」
となります。
  また、「必履修」とは、必ず学ぶ科
目になります。一方で、「選択必履
修」とは選択科目の中から、自分が
学びたい科目を選択できます。
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